




















要約:(1)新生児の搬送システムは確立し,円滑に行われている 

(2)母体搬送は,緊急時には困難であり,危険性もある 

(3)緊急時を含めて,母体搬送を可能にするためには,病(大)診間の医療のシステム化が先

決である 

(4)周産期医療施設の設定は,地域医療計画に基づき検討せねばならない 


